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後交通動脈（PcomA）の近位部から前脈絡叢動脈（AchoA）が分岐する1例を経験したので、文献的考察
を加えて報告する。

〔症例〕56歳女性。めまいの精査で施行されたMRIで偶然発見された未破裂脳動脈瘤症例である。脳血管
撮影で左内頚動脈（ICA）C2部に動脈瘤を認めた。AchoAがPcomA分岐部より近位で起始し、3次元的血
管撮影で明確となった(Fig.1)。動脈瘤の両血管の起始との関連性は認めなかった。

〔考察〕Padget(1)によるとStage 1　(4-5mm　embryo)で3rd.aortic archから伸びるprimitive ICAが存
在する。primitive ICAはRathke divericulumを越えてprimitive maxillary arteryを分枝し、その後2つに分
かれる。1つはoptic vesicleを回り最終的にolfactory areaにいたるcranial divisionであり、もう一つは
mesencephalonでのplexusを形成するcaudal divisionである。Stage 2 (5-6mm　embryo)でICAの
caudal divisionは二次的な吻合によりlongitudinal neural arteryのcranial endと結合しPcomAとなる。
Stage 4 (12-14mm embryo)では、ICAのprimary cranial division からAchoA, middle cerebral 
artery、anterior cerebral artery、primitive olfactory arteryが形成される。つまりPcomAとAchoAは
発生学的に別の分枝から形成される。また、爬虫類のレベルのAchoAの発生に関しては、inferior cerebral 
artery of Dendy (AchoAのpredecessor)はICAのcranial divisionから視索に沿って走行し、視索の後方部
分を栄養する小血管として存在する。両生類になるとinferior cerebral artery of Dendy (AchoAの
predecessor)は更に後方に伸びICAのcaudal divisionと結合している。哺乳類になると大脳の発達ととも
に側脳室が発達し、それに伴い前述の結合が消失し、AchoAが脈絡叢を栄養するようになる(2)。AchoAの
低形成とposterior cerebral arteryやPcomAを供給するAchoAのvariationは、この結合消退の変位によっ
て生じると考察されている(3)。AchoAは通常PcomAの遠位より分岐すると考えられ、文献上、AchoAが
PcomAの近位から分岐する症例は過去に3例しか報告されておらず、また発生学的考察もできていない
(4,5,6)。

〔結語〕AchoAがPcomAの近位から分岐する稀な症例を報告し、文献的考察を加えた。
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